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また、入力ミスを避けるために、全ての入力項目

は一定の範囲内のみを受けつけるようなってい

る。また、矛盾する入力値についてもエラーとな

る。さらに、必須項目については、デフォールト

では終われない構造となっている。 

管理者にのみデータの修正および削除機

能を設定することで、データの信頼性が向上させ

た。また管理者は、登録データの全てを随時ダウ

ンロードし、実際のフォローアップ状況を

集計用シートを母体の検査

結果別、地域別に作成することで、母体の栄養法

の選択に一定の傾向が存在する可能性が示され

た。また、栄養法の選択肢のなかで、短期母乳群

 

とパスワード

画面を設定した。

とパスワードを設定し、

管理者はデータ

フォローアップ児の登録システム上

からダウンロードし、研究の

集計用シート

今回のシステムは、データの匿名化による安全

性と、実際のフォローアップが確実に、しかも容

、ウェブ上

、ウェブへの

アクセスも、施設および個人のＩＤを要求するこ

とから、アクセスのログ管理が確実に可能である。

また、入力ミスを避けるために、全ての入力項目

は一定の範囲内のみを受けつけるようなってい

る。また、矛盾する入力値についてもエラーとな

る。さらに、必須項目については、デフォールト

管理者にのみデータの修正および削除機

能を設定することで、データの信頼性が向上させ

た。また管理者は、登録データの全てを随時ダウ

ップ状況を解析す

集計用シートを母体の検査

結果別、地域別に作成することで、母体の栄養法

の選択に一定の傾向が存在する可能性が示され

た。また、栄養法の選択肢のなかで、短期母乳群



 

では、3か月以降も母乳栄養で登録されている例

が存在し、母親への事前の説明と栄養指導の重要

性が改めて示された。このような解析は、Web デ

ータを随時分析することで初めて把握可能であ

る。 

このデータベースシステムを使用することで、

3 歳時のフォローアップと栄養法別の陽性率の

正確な集計が可能と思われる。 

 

E.結論 

 HTLV-Ⅰ抗体陽性妊婦からの出生児のコホート

研究のためのウェブ登録システムが構築できた。 

また、フォローアップデータを随時集計して、実

際のフォローアップ状況をモニタするリアルタ

イム集計機能が構築された。さらに、このシステ

ムで 3歳時の正確な集計が可能と考えられる。 


